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築 100年を超える元町の空き家を改装し、テレワーク施設兼貸しスペースとして活用されている。　　築 100年を超える元町の空き家を改装し、テレワーク施設兼貸しスペースとして活用されている。　　
都市部からの人の流れを作ることなどを目的に、市の事業の一環として整備された。▶ P11関連記事都市部からの人の流れを作ることなどを目的に、市の事業の一環として整備された。▶ P11関連記事

地域内外から新たな出会いを生んでいるテレワーク施設「FLAT BASE（フラットベース）」地域内外から新たな出会いを生んでいるテレワーク施設「FLAT BASE（フラットベース）」
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「なばり暮らし」の情報紙

１～９…特集  まちの賑わい、明日へつなぐ。
10…インフルエンザ予防接種　11…テレワーク施設をご紹介
13…施設ご利用ガイド　14…ひまわり　15…11月の相談　

「指定ごみ袋」欠品で臨時措置▶10/28まで実施中（P11）
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。



野球やサッカーなど趣味があう人が集まった
り、「三重にもう一つ帰りたい場所ができ

た」と言ってくれる利用者がいたり…。ここは、
まるで「大人の秘密基地」のよう。貸しスペー
スは、用途を限定していませんが、できる限り
人との出会いを大切にしていただいています。

花火大会の日に地域で盛り上がれる企画はな
いかと、スタッフ同士で頭を悩ませていた

ら、「子どもたちの居場所をつくりたい」という

男性が本当に「ふらっと」やってきたんです。
これって運命やんって！「まちのために何かし
たい」と思う人がいれば、それを実現できる場
所や人のつながりがあることが大切ですよね。

人口減少が課題となっていますが、本当の課
題は、人口減少社会でも幸せに暮らす方法

に向き合うことなのかもしれません。ここを拠点
に、いろんな人がつながって、わいわい楽しく暮
らせる居心地のいいまちにしていきたいです。

この日はフラットベースを
拠点に、名張

高校の生徒とスタッフが
一緒にまち歩

き。地域の皆さんのお話も
伺いながら、

まちの活性化を考えてもら
いました。

令和 4年（2022年）10月 10日号　2　3　令和4年（2022年）10月 10日号

空き家を改修したテレワーク施設「FLAT BASE（フラットベース）」（元町）空き家を改修したテレワーク施設「FLAT BASE（フラットベース）」（元町）
には、地域の内外から人が集い、さまざまな想いと縁をつないでいます。には、地域の内外から人が集い、さまざまな想いと縁をつないでいます。

ご近所さん

角
す み だ

田 康代 さん

鳥羽からふらっと…

佐藤 創
はじめ

 さん
東京出身、鳥羽市在住の元地域おこ
し協力隊で映像作家。ここで開催さ
れた講座の講師に招かれて以来、立
ち寄るように。スタッフからは「は
じめちゃん」の愛称で慕われている

まちづくりを学びたい
杉田 香乃 さん

東京版 FLAT BASE !?  
瀧島 忠典 さん

東京都羽村市の観光協会理事。ここ
で人がつながっていく様子を目の当
たりにし、東京版 FLAT BASE の設
立を目指す。非常勤講師を務める法
政大学の学生と名張をつなぐ構想も

東京との 2拠点生活
福地 康弘 さん

東京と名張の 2拠点生活を送って
いて、ここを名張の新たなくつろぎ
の居場所としている。自家菜園で育
てたバジルはスタッフにもおすそ分
けして大好評だ

地域おこし協力隊
長谷川 幸太朗 さん

名張地区の活性化を担う「地域おこ
し協力隊」として、昨年、家族とと
もに東京から赴任。ここにはスタッ
フとして潜入し、新たな人脈づくり
に余念がない（P11にも登場）

まちづくりの扉をたたく

「子どもたちの居場所をつくりたい。
ここなら何かできそう」と、FLAT 
BASE のＳＮＳを見て梅が丘から
やってきた。花火大会当日に、スタッ
フと子ども向け企画に初挑戦

近大高専の田中
先生による町家

調査結果を

聞く会。地域の
皆さんもたくさ

ん来てくだ

さって、古いま
ちの価値を再認

識。新たな

町家を調査する
話も進み出しま

した。

鳥羽で地域共生を目指す谷水さんと野山
さんの想いが重なり意気投合。隣で話を
聞いていた大学生の杉田さんがフィール
ドワークを依頼して、後日実現！

「花火大会の日にだれが一番盛り上がれる？」をテーマに、壮大なミニゲームを繰り広げた。子どもたちの喜ぶ顔をみて、
大人たちが一番盛り上がったかも！？ 　
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光
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地
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地
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熱
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。
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、
旧
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街
地
に
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ん
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け
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は
あ
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ま
せ
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。「
名
張
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住
宅
地
や
村
落
部
、
旧
市
街
地
と
い
ろ
ん
な

顔
が
あ
っ
て
、
自
分
の
関
心
に
合
っ
た
活
動

の
場
を
選
べ
る
と
こ
ろ
」
と
北
森
さ
ん
。「
地

域
の
人
が
集
え
る
場
が
あ
り
、
外
か
ら
も
気

軽
に
人
が
や
っ
て
く
る
。
そ
う
や
っ
て
、
ま

ち
の
中
に
い
ろ
ん
な
人
が
馴な

じ染
ん
で
い
け
ば

い
い
で
す
よ
ね
」
と
野
山
さ
ん
。

　

オ
ー
プ
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か
ら
半
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が
経
過
し
た
「
フ
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ベ
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」。
９
人
の
ス
タ
ッ
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と
と
も
に
、

「
関
係
人
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」
を
紡
ぎ
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が
ら
、
ま
ち
に
変
化

を
も
た
ら
し
始
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
の
カ
ギ
を
握
る

ま
ち
へ
の
愛
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を
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「
関
係
人
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い
ろ
ん
な

い
ろ
ん
な
人人
た
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が
、

た
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、

い
ろ
ん
な

い
ろ
ん
な
目
的
目
的
を
も
っ
て
、
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、
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ス

の
場
所
を
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れ
ま
す

名張を愛する奈良県立大学 3年生。
（一社）「つなぐ」の設立メンバーで
もあり、空き家の改築などにも参加。
“生”のまちづくりを学ぼうと、ス
タッフとしても関わる行動派

想いと縁をつなぐ

市内の子育てサークルが普段の活動場所を離れ、メンバーの保育士や助産師などによるオリジナル講座や縁日遊びを開催。新たなパパ・ママ友の交流が生まれました。

ふらっと人がやってくるにゃ

強

弱 強

交流人口

関係人口

何らかの目的をもって
地域を訪れる人々

観
光
や
習
い
事

通
勤
通
学
…

このまちの
人たちが好き！

定住人口
地域に住む人や
移住してくる人

出身者など地域内に
ルーツのある人々

地域への情熱や
愛着のある人々

やっぱりここが
落ち着くわ

こが
▲

▲

現
状
の
地
域
と
の
関
わ
り

▲ ▲地域との関わりへの想い

F
フ ラ ッ ト

LAT B
ベ ー ス

ASE の

日常を覗
の ぞ き見！

FLAT BASE 

▶特集  まちの賑わい、明日へつなぐ。　　地域の内外から人が集える場所を

ここで週 2回実施されるラジオ体ここで週 2回実施されるラジオ体
操に休まず通う 91歳。元民生委員操に休まず通う 91歳。元民生委員
で地域の配食ボランティアなどにもで地域の配食ボランティアなどにも
参加。体操後のティータイムでのお参加。体操後のティータイムでのお
しゃべりも楽しみのひとつしゃべりも楽しみのひとつ

地域課題と市の取組 ➊ 「人口減少」
　名張市の人口は平成12年をピークに、平成13年以降、
転出者数が転入者数を上回る「転出超過」が続き、令和
27年には 6万人を下回ると予測されています。
　市では、令和 2年に、第 2期目となる「まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を策定。人口減少を食い止める
ため、働く場の確保や、都市部からの人の流れをつ

くること、結婚・出産・子育ての希望を
かなえることなどを基本目標として、さま
ざまな取組を推進しています。

地域活力創生室  
伊奈 眞由美  地域活力創生室　 63-7782第 2期総合戦略

活動の様子　
（Instagram）

5月20日

6月11日
 7月30日

 8月 21日
 8月1

7日

立山 和樹 さん

野
た
ま
ス
人

花
ら

活動
（In

大大
フ ラ ッ ト ベ ー ス

フ ラ ッ ト ベ ー ス人の秘密基地
人の秘密基地  へへ　 ようこそ！

　 ようこそ！

野山 直人 
さん

北森 仁美 
さん

FLAT BAS
E 管理人

FLAT BAS
E 管理人

H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27H2

転入・転出者数
（折れ線グラフ）

転出者転出者

転入者転入者2,000 人

4,000 人

6,000 人

2万人

4万人

6万人

8万人

名張市の人口推移

 平成 12 年以降、人口は減少傾向

 平成 12 年以降、人口は減少傾向

※推計人口は、国立社会保障人口
問題研究所による推計値

降、
和

と・

人口（国勢調査値）人口（国勢調査値） 推計人口推計人口

人口
（棒グラフ）

全面ガラス張りで全面ガラス張りで
気軽に中がのぞける気軽に中がのぞける



青
年
会

令和 4年（2022年）10月 10日号　45　令和4年（2022年）10月 10日号　

（一社）滝川Y
よ り あ い

ORIAI  

重森 洋
ひ ろ ゆ き

志 さん

　

赤
目
地
域
に
あ
る
空
き
家
で
学
習
教

室
を
開
い
た
大
学
生
が
い
ま
す
。「
授

業
料
が
高
か
っ
た
り
、
通
え
な
か
っ
た

り
し
て
塾
に
行
け
な
い
子
も
い
る
。
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
生
か
し
て
、
地
域

の
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
よ

ね
」
と
話
す
の
は
、
三
重
大
学
２
年
生

の
冨
森
一い

っ
た汰
さ
ん
。
現
在
は
、
友
人
２

人
と
と
も
に
、
10
人
の
地
元
の
中
学
生

を
安
価
な
授
業
料
で
教
え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
借
り
た
の
は
、
地
元
の
青

年
会
メ
ン
バ
ー
が
立
ち
上
げ
た
一
般
社

団
法
人
「
滝
川
Y

 

O

 

R

 

I

 

A

 

I
（
よ
り

あ
い
）」
で
し
た
。
賃
料
の
代
わ
り
に

建
物
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
、
大
学
生

に
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
空

き
家
を
譲
っ
た
後
に
、
近
所
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
か
心
配
し
て
い
る
人
が
多

い
」
と
代
表
理
事
の
重
森
洋
志
さ
ん
。

「『
祖
父
母
の
代
か
ら
顔
な
じ
み
』
の
信

頼
関
係
が
あ
る
強
み
で
、
空
き
家
の
活

用
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
滝
川
Y

 

O

 

R

 

I

 

A

 

I
」
は
、
閉
鎖

寸
前
だ
っ
た
赤
目
四
十
八
滝
キ
ャ
ン
プ

場
の
運
営
を
皮
切
り
に
、
地
域
資
源
の

空
き
家
で
学
習
教
室
を
開
く
!?

地
域
で
叶か

な

え
た
大
学
生
の
思
い

掘
り
起
こ
し
、
空
き
家
や
耕
作
放
棄
地

の
活
用
、集
客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
事
業
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
理

解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
重
森
さ
ん
。

赤
目
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
こ
れ

ま
で
、
区
長
経
験
者
を
法
人
に
派
遣

し
、
地
域
住
民
と
の
つ
な
ぎ
役
と
す

る
な
ど
、
重
森
さ
ん
ら
の
活
動
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

　

赤
目
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
の
藤

村
純
子
さ
ん
は
、「
地
域
の
活
動
は
、

何
を
す
る
に
も
若
者
を
巻
き
込
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
担

い
手
が
減
っ
て
い
く
中
、
若
者
の
感
性

を
取
り
入
れ
て
、
こ
れ
ま
で
『
当
た
り

前
』
だ
っ
た
行
事
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
訴
え
ま
す
。
現
在
は
、「
滝

川
Y

 

O

 

R

 

I

 

A

 

I
」
を
は
じ
め
、
青
年

会
や
消
防
団
、
P

 

T

 

A
な
ど
に
所
属
す

る
若
者
自
身
が
赤
目
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
役
員
と
な
り
、
地
域
の
防
災
や
青

少
年
育
成
、
賑
わ
い
づ
く
り
な
ど
に
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

若
者
が
、
地
域
づ
く
り
組
織
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

「何をするにしても若い人を巻き込んでいこう」と、若者（主に子育て世代）の活動を支援している赤目地域。「何をするにしても若い人を巻き込んでいこう」と、若者（主に子育て世代）の活動を支援している赤目地域。
空き家や耕作放棄地の活用など地域の課題解決に向けて、若者の力が発揮されています。空き家や耕作放棄地の活用など地域の課題解決に向けて、若者の力が発揮されています。

滝川YORIAI滝川 YORIAI

若者とと地域ををつなぐ

「地域の役に立てれば」と空き家で学習教室を開いた大学生と「地域の役に立てれば」と空き家で学習教室を開いた大学生と
空き家を借り上げた（一社）「滝川YORIAI」の皆さん空き家を借り上げた（一社）「滝川YORIAI」の皆さん

地域で広場を整備。若者たちもイベントなど
に積極的に活用し、地域を盛り上げている

「子どもたちの居場所になれば」と、小学
校近くの空き家をたこ焼き屋として活用

多世代で担うまちづくり
赤目まちづくり委員会の運営イメージ（令和4年度）
多世多世

若者たちが若者たちが
参画する参画する

青
年
会

2015 年に赤目地域に住む 10
～ 40 代の若者が 20 人ほど
集まり、地元を盛り上げて
いこうと「赤目青年会」
を立ち上げる。所属メ
ンバーの多くは、ま
ちづくりを担い、
若者同士の横の
連携も強めて
いる

子育て世代の参画を促しつつ、防災
や青少年育成などテーマ別に事業を
進める専門部会の部長な
どにも抜てき。多世代が
連携して主体的なまちづ
くりに取り組んでいる

区長や自治会長、民生委員・児童委員区長や自治会長、民生委員・児童委員
など、シニア世代を中心に地域のさまなど、シニア世代を中心に地域のさま
ざまな構成員がまちづくりに携わるざまな構成員がまちづくりに携わる

民
生
委
員
・
児
童
委
員

 青年会の会長が 青年会の会長が
赤目まちづくり委赤目まちづくり委
員会の役員（会計）員会の役員（会計）
として携わるとして携わる

　青年会メンバーが、地　青年会メンバーが、地
域の目玉事業「赤目竹あ域の目玉事業「赤目竹あ
かり SDG ｓプロジェクかり SDG ｓプロジェク
ト」ト」（竹を地域振興に生（竹を地域振興に生
かす取組）かす取組）を推進を推進

赤目まちづくり委員
会

小学校の小学校の元元 PTA会長が、
現役 PTA 会員とともに
自然学習や日帰りキャ自然学習や日帰りキャ
ンプ、子どもの見守りンプ、子どもの見守り
活動などに携わる活動などに携わる

P
　

T
　

A
にに

T
A

青少年育成部会 部長

消防団の元分団長消防団の元分団長
が、防災訓練や防が、防災訓練や防
災・減災教室の実災・減災教室の実
施などに携わる施などに携わる

防犯防災部会 部長

消
防
団

青
年
会

青
年
会

青
年
会

青
年
会

赤目まちづくり
委員会

シ
ニ
ア
世
代

子
育
て
世
代

区
長
・
自
治
会
長

役員（会計）

プロジェクト代表

滝
川
Y

 O

 

R

 

I

 A

 

I

消
防
団

※ 6部会中 3部会の部会長が子育て世代※ 6部会中 3部会の部会長が子育て世代

　まちづくりの担い手不足はじわじわとやって
きます。高齢者などの生活支援組織「あんしん
ねっと赤目」でも、利用者が増える一方、ボラ
ンティア会員数は横ばいのままです。そうした
中、赤目まちづくり委員会前会長の「若者や女
性が積極的にまちづくりへ参画できる体制づく
りを」といった考えを引き継ぎました。

　コロナで中止になりましたが、夏祭りの運営
を若い人たちに任せたところ、高校生がポス
ターを作ったり、子どもが盆踊りに参加できる

ようにしたりと新しい試みも企画されました。
「今まではこうだったから」と頭ごなしに否定
せずに、シニアの側から、しっかりと聞く耳を
持つことが大切。若い人たちのチャレンジを温
かい目で見守っていきたいですよね。

　もちろん、従来の事業を180度変えてしまお
うとしているのではありません。いろんな世代
の人の発想を生かして、失敗も繰り返しながら、
少しでもいい方向にまちづくりを継続していけ
ればと思うのです。

地域課題と市の取組 ➋ 「担い手不足」

　空き家を学習教室やたこ焼き屋として活用し
ていると、「この空き家も使ってくれへんか」
という声をいただくように。空き家を維持管理
するだけでなく、地域が賑わい、ビジネスにも
結び付くような活用方法を所有者とともに考え
ます。こうした地域活性化に向けた取組を積み
重ね、子どもたちにとって、将来の可能性を見
出せる地域を築いていきたいですね。

　でも、地域の中で「あいつら勝手なことやっ

て」となれば、円滑に事が進まなくなってしま
います。地域一丸となって私たちの活動を応援
いただいているからこそ、いろんな事業にチャ
レンジできる。また、若者同士の横の連携があ
ることも大きな力となっています。

　他地域の人に「若者の参画を進めるには？」
と聞かれますが、平日昼間に会議が行われてい
たりすることも…。従来の慣習を一つひとつ見
直していく必要があるのではないでしょうか。

消防団 赤目分団
濱地 俊宏 さん

　子どもやお年寄り、車いすの人など、それぞ
れの視点で防災を考えておくことが大切です。
地域ぐるみの防災訓練は重要な機会なので、消
防団もしっかりサポートします。また、地域の
催しに消防団が参加したり、消防団OBに支援
いただいたりと、地域のつながりを大切にしな
がら、災害時に迅速な対応ができる体制を築い
ています。今後も、自助と共助で「みんなで助
かるまちづくり」を進めていきます。

滝川 YORIAI 代表理事
が、地域の夏祭りや　
運動会などに携わる
地域活動部会 部長

元小学校 PTA会長

冨森 康宏 さん

地
域
の
支
え
が
あ
る
と
、

い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が

形
に
な
っ
て
い
く
！

若
者
の
声
に
し
っ
か
り

耳
を
傾
け
、
挑
戦
で
き
る

雰
囲
気
を
つ
く
ら
な
い
と

「みんなで助かるまちづくり」を

赤目まちづくり委員会 

会長  藤村 純
す み こ

子 さん

　高齢化が進む名張市では、これまで主に地域の活動
を担ってきた60～ 70歳前後の「支える世代」が減少。
75歳以上の「支えられる世代」が増えていき、地域の
事業や役員選考のあり方など、従来通りではうまくい
かない地域が出てくることも考えられます。
　市では、地域間の情報共有を図ったり、市の

現状や先進事例などを知ってもらうシン
ポジウムや研修などを開催したりしています。

地域経営室  室長   
中木屋 恵理子 

　PTA会長、小学校長、区長などが「青少年育
成部会」を構成しているので、何をするにも調
整がしやすい！顔の見える関係だから「無理の
ない程度で」と気軽に助け合えるのもいいとこ
ろですね。赤目地域では独自に、PTA役員経験
者による「PTA運営評議会」を5年前に設立し、
現役役員とともに活動しているので、地域との
連携もうまく引き継いでいけるし、若者同士の
新たなつながりも生まれていますよ。

PTA・学校・地域がスムーズに連携

大学生が地域の課題や魅力を探る「YORIAI プロジェクト」。現地案内や聞き取り大学生が地域の課題や魅力を探る「YORIAI プロジェクト」。現地案内や聞き取り
などに地域の皆さんが全面協力。大学生は空き家の多さに驚き、その活用を提案したなどに地域の皆さんが全面協力。大学生は空き家の多さに驚き、その活用を提案した

 地域経営室　 63-7484

の活動
が減少。
地域の
まくい

ン
います。

H12

2 万人

1万人

(人）

高齢者人口（国勢調査値）高齢者人口（国勢調査値） 推計人口推計人口

名張市の高齢者人口

20％

10％

前期高齢者（60～ 74歳）人口比

後期高齢者（75歳以上）人口比

H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17

後期高齢者人口
（75歳以上）

前期高齢者人口前期高齢者人口
（60～ 70歳）（60～ 70歳）

人口（棒グラフ） 　人口比
（折れ線グラフ）

支えら
れる世

代

支えら
れる世

代

シンポジウム
資料など

支える世代
支える世代

▶特集  まちの賑わい、明日へつなぐ。　　地域活性化に若者の力を

地
域
の
支
え
が
あ
る
と
、



　この夏、自治協議会では、子どもたちの
学習の場として集会所を開放。お茶やお菓
子を用意したのに、ほとんど利用されなかっ
たんです。なるほど、子どもたちに利用方
法を考えてもらった方がよかったなと。子
どもを地域の一員と捉え、一緒に考えるこ
とが大切だと改めて思い知らされましたね。

　「つつじっ子会議」は、そんな子どもたち
の声を聞ける大切な場。真剣に耳を傾け、
どうすれば実現できるのか、また、実現が
難しければ、なぜ難しいのかをきちんと伝
えます。ある日、子どもたちが「溝にごみ
が詰まっているよ」と市民センターへ知ら
せてくれて、一緒に掃除したこともありま
す。地域の困りごとを自分事と捉えてくれ
たことがすごく嬉しかったですよね。

　空き家の問題は、深刻に受け取っていて、
定期的な調査を実施しているほか、近大高
専の学生による調査結果を地域の広報紙で
も連載。一人ひとりに危機感を持ってもら
うことからはじめていこうと考えています。

　これからも、子どもや女性、若者を巻き
込みながら、空き家問題を含むさまざまな
地域課題に取組み、子どもたちが大人になっ
たとき、つつじが丘に住みたいな、戻りた
いなと思えるような、賑わいあふれるまち
であり続けたいと思います。

2022 年（令和 4年）10月 10日号　67　2022年（令和 4年）10月 10日号

◎空き家の活用・処分でお悩みの人へ「住まいの活用無料相談会」を開催 ▶▶ 詳しくは 11ページで

　
「
最
近
は
あ
い
さ
つ
を
す
る
子
ど
も

が
多
く
な
っ
た
ね
」。
そ
う
話
す
の
は
、

つ
つ
じ
が
丘
・
春
日
丘
自
治
協
議
会
会

長
の
大
内
房
雄
さ
ん
。
地
域
ぐ
る
み
の

あ
い
さ
つ
運
動
は
、
平
成
29
年
に
発
足

し
た
「
つ
つ
じ
っ
子
会
議
」
と
い
う
小

中
学
生
と
大
人
た
ち
が
地
域
の
課
題
を

話
し
合
う
場
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交
う
ま
ち
に
し

よ
う
」
と
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
を
練

り
歩
い
た
り
、
あ
い
さ
つ
を
呼
び
か
け

る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ
た
り
、
ま
ち

じ
ゅ
う
に
看
板
を
立
て
た
り
…
。
大
内

さ
ん
は
、「
地
域
の
た
め
に
と
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
提
案
し
て
く
れ
ま

す
。
で
き
る
だ
け
、
一
緒
に
実
現
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
」
と
嬉
し
そ
う
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
を
は
じ
め
、
地
元
の

イ
ベ
ン
ト
企
画
や
、ご
当
地
キ
ャ
ラ「
え

み
ら
る
」
の
制
作
、
子
ど
も
た
ち
の
考

え
た
標
語
入
り
の
交
通
安
全
看
板
の
設

置
な
ど
、
話
し
合
わ
れ
た
内
容
が
一
つ

ず
つ
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
様

子
を
見
て
、
会
議
設
立
時
に
中
学
生
２

人
だ
っ
た
参
加
者
が
、
現
在
で
は
約
50

人
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　　
「
空
き
店
舗
で
地
元
の
新
鮮
野
菜
を

売
り
出
し
て
は
ど
う
か
」。
会
議
で
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
そ
ん
な
提
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
。「
空
き
店
舗
や
空
き
家
、

空
き
地
の
活
用
な
ど
、
実
現
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
課
題
も
あ
り
ま
す
」
と
大

内
さ
ん
。

　

つ
つ
じ
が
丘
で
は
、
独
自
に
空
き
家

や
空
き
地
の
把
握
に
努
め
て
い
て
、
昨

子
ど
も
と
大
人
が
地
域
の
課
題
を

話
し
合
う
「
つ
つ
じ
っ
子
会
議
」

年
は
、
近
大
高
専
の
学
生
と
と
も
に
空

き
家
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
子

ど
も
が
進
学
や
就
職
で
つ
つ
じ
が
丘
を

離
れ
る
家
庭
が
多
い
中
、
空
き
家
に

な
っ
た
際
の
対
応
を
決
め
て
い
な
い
人

が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
95
％
が
「
身
内
が
U
タ
ー
ン
移
住

す
る
予
定
が
な
い
」
と
回
答
。
事
態
の

深
刻
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ま
ち
と
関
わ

り
を
持
っ
て
、
社
会
に
出
て
も
継
続
し

て
関
わ
り
続
け
る
。
そ
ん
な
流
れ
が
生

ま
れ
て
く
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
。『
つ
つ

じ
っ
子
会
議
』
の
メ
ン
バ
ー
と
接
し
て

い
る
と
、
も
う
す
で
に
『
地
域
の
一
員
』

と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
」
と
大
内
さ
ん
。

　

市
内
の
高
校
に
通
う
生
徒
で
「
将
来

的
に
名
張
市
に
住
み
た
い
」
と
し
た
人

は
41
％
（
市
外
在
住
除
く
）。
そ
の
３

分
の
２
が「
地
域
と
の
関
わ
り
が
あ
る
」

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。「
つ
つ

じ
っ
子
会
議
」
の
取
組
は
、
ま
ち
の
未

来
を
大
き
く
変
え
て
い
く
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち
に
関
わ
り　

続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
に

地域に愛着を持ち「将来はここに住みたい・戻りたい」と思える持続可能なまちを目指して、地域に愛着を持ち「将来はここに住みたい・戻りたい」と思える持続可能なまちを目指して、
つつじが丘では、子どものうちからまちづくりに参加する機会を設けています。つつじが丘では、子どものうちからまちづくりに参加する機会を設けています。近所を散歩したり、地域の世代間交流イベントに参

加したりして、子どもたちは地域の人と顔なじみに

社会で得た経験を生かしながら、
まちづくりへの参画を続ける

まちには多くの困りごと
があることを知る

困りごとを解決しようと地域
で取り組んでいる様子をみる。
参加する。解決策を考える

困
で取

年の近い先輩や地域の人に支えられ
ながら、自発的な活動を始める

持続可能なまちづくり
つつじが丘の事例をもとにシミュレーション

持続持続
子どもたちが子どもたちが
参画する参画する

つ
つ
じ
っ
子
会
議

幼
少
期

小
学
校

中
学
校

青
年
期

つつじが丘で子育てしたい！

つ
つ
じ
っ
子
会
議

つつじっ子会議の活動や近大高専の学生による研究をもとに作成

START

　空き家は個人の財産ですの
で、他人が勝手に手入れでき
ません。だからと言って放置
するのではなく、まずは、現
状を把握し、地域内で共有することが大切です。
そして、自分の家が空き家になった際の対応を考
えておく意識を高めていくなど、地域ぐるみで取
り組んでいく必要があります。

　特にニュータウンの空き家は、都会の移住者が
望む田舎ならではの景観や畑などの付加価値があ
る物件が少なく、根本的には人を流出させない取
組が求められます。地域の協力を得て、つつじが
丘の空き家の状況や互助の取組を調査・研究した
本校の学生もまた、「子どものころからまちづくり
に関わり、将来的にここで子育てをしたいと思え
る循環をつくること」の必要性を訴えています。

つつじが丘・春日丘自治協議会　

会長  大内 房
ふ さ お

雄 さん

つつじっ子会議メンバー（南中学校 3年生）森本 未
み く

來 さん ▶ ▶

　会議に参加するまでは、地域の人と接する
こともなかったけれど、今では、いろんな人
に大きな声であいさつできるように。すると、
笑顔でいろいろ話しかけてくれるようになっ
て、それがなんだかうれしいなって思います。

　それに、会議に出
てる地域の皆さんを

みていると「つつじが丘が
好きなんやな」ってすごく伝

わってくる。現在は、大好きなつつじ
が丘のことを多くの人に知ってもらえ
るようなクイズ企画を練っています。

　会議のメンバーで考えたご当地キャラ「えみ
らる」が、イベントや看板、お弁当など地域の
いろんなところで活用されるようになってきて、
うれしいし、なんだか達成感があります。
　中学校を卒業すると、会議を抜けることにな
りますが、地域の大人とも顔なじみになれたの
で、今後も「子どもフェスタ」な
ど地域の行事に関わっていきたい
ですね。つつじが丘は、人が温
かくて、すごく居心地のいいとこ
ろ。できれば、ずっと住み続けた
いなって思っています。

つ
つ
じ
が
丘
が

　
め
っ
ち
ゃ
好
き
！

平野 結
ゆ う と

士 さん

　
　

つ
つ
じ
が
丘
に

　

住
み
続
け
た
い
！

つつじが丘・春つつじが丘・春
日丘自治協議会日丘自治協議会

 

子
ど
も
た
ち
も
地
域
の
一
員
。

一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
の
未
来
を

 

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね

今後も住み
続けたい

い
ず
れ
戻
り
た
い

名張を名張を
離れたい離れたい 未 定

地域との関わりがある ない

31.8 ％ 24.6 24.6 ％％ 33.9 ％

9.7 ％

75.6 ％ 24.4 ％

高校生アンケート（令和元年／名張市）

地域課題と市の取組 ➌ 「空き家」

近畿大学工業高等専門学校
 教授　立

た つ か み

神 靖久 さん

空き家対策は現状把握からから

　適正に管理されていない空き家は景観を損
そこ

ねるだけ
でなく、害獣の生息や放火、不法投棄、建物部材の落
下などの問題を引き起こします。
　名張市の住宅総数の実に 7分の１が空き家という状
況の中、市では、「空き家バンク」による空き家売
買のサポート（8月末現在の登録件数…251件、

成約件数…176件）や、移住者向け中
古住宅改修に対する補助、危険な空き家の
除却補助などの取組を進めています。

営繕住宅室  室長   
浪花 武志   営繕住宅室　 63-7740空き家バンク

補助制度など

まちをを未来未来へへつなぐつなぐ

まちじゅうに子どもたちまちじゅうに子どもたち
　の標語入りの看板が　の標語入りの看板が

地域の課題を話し合う「つつじっ子会議」地域の課題を話し合う「つつじっ子会議」
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11.3％
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H10 H15 H20 H25 H30

空き家数 5,0505,050件件

空き家率

名張市の空き家の状況

　　　空き家数が2
0年で

２倍
空き家数が20

年で２
倍

2,4602,460件件
3,5503,550件件

4,1704,170件件
4,2704,270件件

住宅・土地統計調査／総務省
7軒に 1軒が
空き家

※5年ごと
　 の調査

だけ
の落

う状

家の

▶特集  まちの賑わい、明日へつなぐ。　　子どもにまちへの関心を

将来的に名張に住みたい（41.5％）

一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
の
未
来
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
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このまちと、　　これからも。
特集　まちの賑わい、明日へつなぐ。 あなたにとって「賑わいあるまち」って、どんなまち？

名張の素敵発見

人と人とのつながりを大切に、「賑わいあふれるまち」へ 「シティプロモーション」で、地域の持続的な発展を
近年「シティプロモーション」という言葉を耳にす
るかと思いますが、その目的は、地域の魅力を発信し、
人口増加を目指すことに留まりません。まちに愛着を
もって、自分の住む地域を良くしたいと考える人や、
住んでいなくても、その地域に関わろうとする人など、
「地域に真剣になる力」を地域の内外に広げ、「地域の
持続的な発展」につなげていこうというものです。
ところで、「まちへの愛着」はどこからやってくる
と思いますか。全国の事例からみて明らかなことは、
＂自分のまちを語れる″ようになれば、確実に愛着が

生まれるということです。「自分のまちには何もない」
と日本中どこに行っても聞きますが、まずは、まちの
魅力を語れる人を増やしていくこと。その上で、魅力
を発信できる場をたくさんつくっていって、住民自ら
が共感できる名張「らしさ」を示すブランドメッセー
ジが生まれてくれば、さらに「シティプロモーション」
の活動が広がっていくことでしょう。
こうして地域に関わる人々の持続的な「ここに
住む（関わる）幸せ」をつくり出す循環ができれば、
まちの輝きは失われないはずです。

東海大学 文化社会学部 教授 河井 孝仁 さん

　　　美山 莉
り か

香さん

都会にあこがれて、名張を出ていった時
期もありましたが、帰郷して子ども

が生まれたときに気付いたんです。安心・
安全な野菜や食品が、名張だとこんなに手
に入るんだって。これを広く伝えていこう
と、地元農産物や農家さんの魅力を発信す
るウェブサイト「nanowa（なのわ）」の
運営に携わり、もう 5年が経ちます。

名張と言えばこれ」という特徴はないか
もしれませんが、豊かな自然におい

しい食べ物、万葉の歴史…、実はたくさん
の魅力があって、新しい発見を楽しめるま
ち。今では、女性の在宅ワーク支援の一環
で、2人のママさんと一緒にイベントやグ
ルメ、お出かけスポットなど幅広い情報を
「nanowa」を通じて発信しています。

市内外の人に名張の「素敵」をたくさん
みつけてもらって、名張っておもしろ

そう、住んでみたい、住んでよかったとい
う人が増えていくといいなと思います。

文化祭×学園祭×音食祭
佐山 天

た か せ

晟 さん

商店街に灯をともす
　　細川 智之 さん

巻き起こる移住者旋風
　　上

かみた か は ら

髙原 由佳 さん
信州大学2年生。育った地域を大切にしたいと、
帰省した際などに地域の活動に参加している

離れても百合が丘の一員
八木 知

ち な つ

夏 さん

忘れられない「百合小子どもクラブ」
主催のキャンプ。クラブに関わる地

域の大人たちが全力で遊んでくれました。
こうした活動を通じて、まちじゅうに知っ
ている大人がいたことは、このまちに住む
安心感につながっていたんだと思います。

小学校卒業後も子どもクラブに関わり
たくて、地域の皆さんと一緒に活動

をサポートする側に。今では 30人を超え
るクラブ出身者がこの輪に加わっていま
す。地域のいろんな人と関わることで新し
い自分が見つけられる。子どもたちにも、
そう感じてもらえたらなと思います。

今は百合が丘を離れて暮らしています
が、地域の一員として、私の居場所

があると感じます。イベント企画にもオン
ラインで参加できますし。人と人との関わ
りの中でこそ、まちの賑わいが生まれてい
くのではないでしょうか。これからも百合
が丘の活動に積極的に関わっていきます。

＃名張感動
投稿キャンペーン

2 年前に名張へ移住。人のつなが
りを大切に、農業に親しんでいる

空き店舗で地元産野菜などを販
売する「おひさま市場」を開催

伊賀地域の学生手作りのイベント
を発案・実行した高校生

デザイン会社経営。スキルを生かし
て名張の魅力をHPなどで発信中

みんなで名張の
魅力を発信！

地域の持続的発展に向けたシティプロモーション推進を図る「シティプロモーションアワード」
を創設するなど、全国的なシティプロモーション研究の第一人者として精力的に活動している北川 裕之名張市長

名張市の活力を失わせないよう、「新しい産業が息吹くまち」「若者が定着するまち」「だれもが安心して暮らせるまち」を政策の柱に
掲げ、今年 4月、第 4代名張市長として初当選。現在、まちづくりの基本指針「名張市総合計画」の策定に向けて取り組んでいる

感
動
ひ
や
わ
ん

学校行事がコロナで次々と中止に…。
自分たちの青春は自分たちで作れば

いい。そんな思いで、昨年の秋ごろから
L
ラ イ ン

INE を使って仲間を募っているうちに、
友達が友達を呼び、中学生から大学生まで
なんと 50人の実行委員が集まりました。

音楽やダンス、食などが一緒に楽しめ
るイベントを目指し、仲間たちと試

行錯誤。地元の企業にも出店や協賛をして
もらいながら、ひとつずつ自分たちの思い
を形にしていきました。こうした中、仲間
同士の絆も深まりましたね。

7月に開催のイベントには子どもからお年寄りまで約 3,000 人の来場者が。
オリジナルのテーマソングを披露した後、
大空へ放った風船を見上げて歓声を上げる
みんなの姿を見ていると、自然と涙が溢れ
てきました。来年は伊賀市で開催予定。今
からもう準備に入っています。さらにレベ
ルアップして地域を盛り上げますよ。

かつての桔梗が丘商店街は、人や車が通
れないほどの賑わいで、店主とお客さ

んの交流も盛んでした。地域の人のつなが
りの中心が商店街だったように思います。
今は閉まったままのシャッターが目立ち、
行き交う人もまばら。このままではアカン
…。そんな気持ちがこみ上げますね。

移動手段がなくて買い物に困っている人
のために始めたのが「おひさま市場」

です。週に2日、空き店舗で開催。荷物を持っ
てあげたりしながら、お客さんとコミュニ
ケーションも。「市場ができてよかった」と
言ってもらえると励みになります。

月に１度は、他地域のカフェなどにも出
店してもらう「マルシェ」を開催。若

い人の姿も多く、普段から市場を利用いた
だいている人も家族を連れて来てくれたり
と、皆さんに応援いただいています。商店
街に少しずつでも活気を取り戻せるよう、
地道に取組を続けていきたいですね。

　今年で3年目！四季折々の絶景や家族での
わくわく体験など、名張で撮影した魅力あ
る作品を「＃（ハッシュタグ）名張感動」
を付けて、SNSで投稿・拡散してください。
　投稿いただいた作品は、市の「シティプ
ロモーション」に活用させていただくこと
も。「＃名張感動」を合言葉に、地元の魅
力を周りに伝えて、みんなで名張を盛り上
げていきましょう！

　Instagram・TikTokで
「＃名張感動」を付けて投稿▶

 投稿期間
12/5まで

イメージ

抽選で20人に、なばりの
お菓子セットをプレゼント

詳
し
く
は

市
Ｈ
Ｐ
で

市の公式ページをフォローしてね♪

同級生の 3人が、毎
朝、朝日公園などでラ

ジオ　

体操を始めた！ SNS
で参加者を募る彼らは

「思い

きって行動に移せば、
いろんな人とつながっ

ていけ

る」と意気込む。8月
の「24時間体操チャ

レンジ」

には、のべ 90 人が参
加。こうした一つひ

とつの取組がまちに活
力をもたらしている。

   （左から 中 基紀さん
、山下 哲平さん、岩本

 和磨さん）
活動の様子　
（Instagram）

nanowa HP活 動 の 様 子　
（Instagram）

活 動 の 様子　
（Instagram）

活 動 の 様子　
（Instagram）

「

無農薬米を作る 92 歳の大ベテランに
農業を教わろうと、大阪から名張へ

移住。農業が軌道に乗ってくる中、今年か
らは、親子連れなどを対象に田植えや稲刈
り体験を始めました。農業のやりがいや食
の大切さを感じてもらえたと思います。

余ったトマトの苗をみんなに育てても
らう「トマトチャレンジ」という企

画も実施。SNS で募集すると、県内外か
ら 25人が参加してくれました。育て方を
伝えているうちに会話も弾んで、私自身が
一番楽しんでいたかもしれませんね。

全国の人に自慢したくなるおいしい
お米に野菜、そして、人の温かさ！

もう、このまちにぞっこんです。「自分が
いいな」って思ったことを、みんなと共
有できれば、新しい輪が広がっていくん
ですよね。そんな人が少しずつでも増え
ていけば、まちはもっと賑やかで、楽し
くなっていくんじゃないかな。

通勤・通学に不便。働く場所がない。こうした理由
で多くの若者が名張市から転出している中、大阪・関
西万博をきっかけに、食と観光を基軸とした新たな観
光産業を築き、魅力的な働く場を創出していきます。
また、新しい総合計画の策定にあたり、若い人たち
と意見交換していると「まちづくりに関わるチャンス
がない」といった声も。意欲ある学生や若者がチャレ
ンジできる機会が必要で、例えば、県内の大学生が地
域課題の解決に向けて取り組む「三重創生ファンタ
ジスタ」といった制度の活用なども検討しています。

「まちの賑わい」は、商業・観光施設の誘致や一過
性のイベントなど、単に人を集めるだけで形成される
ものではないはずです。まちに愛着をもった人がつな
がり、コミュニケーションが活発に行われ、まちの将
来に主体的に関わる人を増やしていくことこそが重要
なのではないでしょうか。
人と人とのつながりが名張の財産です。今後、皆さ
んと一緒になって「シティプロモーション」を強化し、
転出した人も含め、市内外に地域の協力者を増やしな
がら、賑わいあふれるまちを目指していきます。

▲ 昨年の投稿作品

 地域活力創生室　 63‐7782
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